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２年生は職場体験学習実施
３年生が修学旅行に行っている間の三日間、２

年生は地元企業や施設、事業所21箇所の協力を得

て、職場体験学習を行いました。

希望職種等に基づき、訪問先を選定し、訪問依

頼から始めた体験学習は、働くことの意義や大変

さを身をもって感じたようです。

職場体験に先立ち、生徒たちは、訪問に向けた

「マナー講座」を行いました。職場訪問は三日間

地元の企業や施設にお願いして行う体験学習です。

生徒たちは、夢や希望の実現を目指すキャリア学

習の一つとして

行う体験学習で

すが、訪問先で

は実際の業務に

関わって、会社

や施設等の貴重

な時間をいただ

くことになりま

す。中学生だからといって許されないこともあり

ます。社会の仕組みや必須のマナーを身に付ける

ことをねらいにマナー講座を行いました。マナー

講座は、社会保険労務士の鈴木様を講師にお願い

して、会社のそれぞれの立場の方の言動、立ち居

振る舞いのロールプレーなどを通して、マナーに

ついて考え、望ましい振る舞い、言動について考

え、実践できるように指導していただきました。

しかし、訪問中は、

まだまだ失礼があ

ったりご迷惑をお

かけしたりしたこ

とと思います。そ

のことも含めご指

導に感謝申し上げ

ます。

この三日間の貴重な体験により生徒たちは、そ

れぞれの仕事の苦労とやりがいを肌で味わってき

ました。事業所の評価も上々で、「仕事に対するま

じめさ、責任感を感じ取ることができた。」「どう

すれば仕事が早く

終わるかを考えて

てきぱきとこなし

ていた。」「アルバ

イトで来る高校生

よりも戦力になっ

た。」など、たくさ

んのお褒めの言葉をいただきました。生徒の方も

口々に「大変だった。」と感想を漏らしながらも一

生懸命に仕事をすることの大切さ、達成感を味わ

うことができたようです。

３日間の体験の中で徐々に仕事に慣れ、自ら進

んで仕事を探し、取り組むことができた生徒も多

く、学びの多い体

験活動になりまし

た。働くことの意

義ややりがいを感

じ、また将来の自

分の姿をイメージ

できた生徒も多か

ったようです。

体験学習にご協力いただき、かつ、厳しくも優

しくご指導を賜りました関係者の皆様に重ねて深

く感謝申し上げます。ありがとうございました。

生徒の学習成果は、立志祭で展示予定ですので、

どうか足をお運びになって、ご覧いただければ幸

いです。

１年生「思春期こころの健康講演会」
９月７日、大仙市健康増進センター西部分室主

催の「平成２９年度思春期こころの健康講演会」

を１年生を対象に行っていただきました。この講

演会は、医療法人慧眞会協和病院地域連携室長

臨床心理士

浅沼先生

をお迎えし

て毎年行わ

れておりま

す。

今回は、

「思春期の

心とからだ

～睡眠と休

息の大切さ

について～」と題してお話していただきました。

浅沼先生は、市内外の学校でカウンセリングや相

談を行い、心の健康等についての研修会や講演会



講師として活躍されている先生です。

思春期の特徴などを解説しながら思春期の成長

と休息や睡眠の意味・役割などについてお話して、

よい睡眠やよい生活習慣を確立するための基礎知

識についてもわかりやすくお話してくださいまし

た。睡眠の質を高め

ることやリラクゼー

ションの体験なども

あり、１年生の皆さ

んはお話に引き込ま

れ、睡眠や休息につ

いて見直しした生徒

が多かったようで

す。浅沼先生、貴重なお話をありがとうございま

した。なお、講演会には、日本赤十字秋田看護大

学の４名の学生さんも参加しました。

教育実習生 研究授業
12日は、教育実習中の進藤さんが、研究授業を

行いました。２年Ａ組の皆さんと社会科地理で、「北

海道の特色をまとめよう」をねらいとした授業で

した。

自分が体験的によく知る北海道を題材に、ＩＣ

Ｔを導入に使い、自力思考からグループ協議、全

体での発表、しかもキャッチコピーで学習したこ

とをまとめるというように、生徒の学習意欲を十

分喚起する授業でした。機器のトラブルや生徒と

の一問一答式の展開は、正教員の授業でも見られ

ます。生徒同士の気付きや発表で学びの質の向上

を図ることを目標に、残りの実習期間も研修して

ほしいと思います。

しかし、生徒

の学習姿勢がよ

く、一時間の授

業中、全員が学

習課題に取り組

ん で い た こ と

は、進藤さんの

学級での生徒と

のかかわりのよ

さを示しているように思いました。お疲れ様でし

た。大学からは、担当の杉山教授が、わざわざお

出でくだり、ご指導を賜りました。西仙北中学校

としても貴重な研修の機会となりました。ありが

とうございました。

新人戦 壮行会
14日の放課後、３年生が主体となって、大曲仙

北中学校新人総合体育大会に出場する選手の壮行

会が行われました。各部の選手紹介と、主将の決

意の言葉がありました。また、練習風景と３年生

部員からの応援メッセージのムービーが上映され

ました。その後、教育実習生の進藤さんを筆頭に、

３年生の主将が応援団幹部として、選手にエール

を送りました。

そして、校長の激励の言葉で会が終わろうとし

たとき、３年生の有志が立ち上がり、明日で教育

実習が終わる進藤さんに、教育実習中の指導に対

する感謝と御礼、また、今後の学生生活への激励

のエールが送られました。生徒たちの自発的な行

動に西仙北中生の育ちと誇りを見ました。

１・２年生の選手の皆さんの大会での活躍を祈

念します。壮行会にお出でいただいた保護者の皆

様、ありがとうございました。

指導主事学校訪問
15日は、新人戦直前でしたが、秋田県教育庁南

教育事務所 大石指導主事に学校訪問をしていた

だきました。１年Ａ組は道徳、１年Ｂ組は英語、

２年Ａ組は国語、２年Ｂ組は社会、２年Ｆ組は技

術、３年Ａ組は数学、３年Ｂ組は理科の授業を見

ていただきご指

導を賜りました。

大石先生から

は、「明るい表情

と落ち着いた授

業態度が見られ

た。」という感想

とともに、「相手

の話を耳と目で聴くことによって友達を受け入れ

る学級・学校であってほしい。先生方には、静と

動の切り替えの機会をしっかり指導してほしい。」

というご指導がありました。含蓄のある言葉でし

た。ご指導ありがとうございました。

【保護者の皆様にお願い】

学校では、定期的に生徒及び保護者の皆

様にアンケート等をお願いして学校評価を

行い、随時、学校経営・運営の改善等を図

っておりますが、日頃からお気づきの点や

疑問に思うことがある場合は、遠慮なく、

学級担任や学年主任、部活動の顧問、また

管理職に、お伝えくださるようお願いいた

します。生徒のよりよい成長に共通理解が

図られるようご協力をお願いいたします。


